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シングルサインオンによる利便性の向上 ～複数認証方式に対応～

SYNCDOT SecureAuth V2

本製品を導入することにより社内向け（BtoB）の業務システムやクラウドサービスへのシングルサインオン（SSO）、コンシューマ

向け（BtoC）の会員サイトの認証基盤を実現します。また、ワンタイムパスワードによる認証の強化も図れます。

FUJITSU Security Solution
シンクドット セキュアオース

１回の認証で複数のクラウドサービス、オンプレミスのシステムの
利用を可能にし、利便性を向上します。（シングルサインオン）

ID/パスワード認証のほかにワンタイムパスワードを行うことにより確実な本人特定で
「なりすまし」「不正利用」による情報漏えいのリスクを低減します

特長２

特長１

シンプルで分かりやすいポータルサイトにより業務の入り口を一つにすることで、

業務を効率化します。
特長３

■認証(Authentication)
・シングルサインオン
・ワンタイムパスワード

■認可(Authorization)
■管理(Administration)
■監査＆監査証跡
(Audit & Audit Trail)

4A

認証要素4つ（４Ａ）のうち認証(Authentication)要素をパッケージとしてご提供

導入後システムイメージ

導入前
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製品カタログ

www.fujitsu.com/jp/solutions/enterprise-solutions/business-applications/syncdot/secureauth/Copyright 2022 Fujitsu Japan Limited

FUJITSU Security Solution SYNCDOT SecureAuth

◼ 機能概要

◼ 連携製品

機能 製品 概要

手のひら静脈認証
AuthConductor

※富士通株式会社の製品

手のひら静脈認証PCログオン用ソフトウェア
本製品と連携することにより、生体認証を実現

適用条件

サーバOS RedHat Enterprise Linux 8 x86_64 アーキテクチャー用（日本語環境）

PCクライアント

Microsoft® Windows® 10
Microsoft® Windows® 8.1(デスクトップモード）

Microsoft Edge(Chromium版)
Google Chrome、Mozilla Firefox

macOS Apple社が提供するmacOSがサポートするSafari

スマートデバイス Android10以降,iOS13以降 OS標準ブラウザ

ポリシーエージェント
動作条件

OS：RedHat Enterprise Linux 7 x86_64 アーキテクチャー用（日本語環境）
ミドルウェア：Apache HTTP Server 2.4、Apache Tomcat 8.0

本カタログ記載の内容は、2022年8月現在の内容であり、予告なく変更する場合がございます

◼ SecureAuth 動作環境

※ブラウザによっては随時更新されるため、一部バージョンを記載しておりません。旧バージョン及びESR版で発生する事象につい
ては調査、検証、修正の対象となりません。最新バージョンをご利用ください。
※動作対応OS、クライアントの追加は、SecureAuthの新バージョン/レベルリリース時に行います

機能 概要

認証機能

シングルサインオン
標準規約に沿った認証方式に対応
※認証方式の種類は「シングルサインオン認証方式の特長」を参照

ワンタイムパスワード
一般的なID/パスワードだけでなく、一度限り有効なパスワードを用いセキュアな認証システム
を提供。クライアントにTOTP準拠の認証用アプリケーションをインストール
[推奨] パソコン対応用：「WinAuth」／スマートフォン対応用：「Google Authenticator」

ポータル
各利用者／環境に最適化したポータル（入口）サイトを提供（業務リンク、お知らせ、お気に
入り、通知機能）

管理機能
利用者管理 REST APIまたはWeb画面での、利用者の追加・変更・削除・検索が可能

認証設定 REST APIまたはWeb画面での、パスワードポリシーの設定、IPアドレス制限の設定

◼ シングルサインオン認証方式の特長

認証方式 特長

エージェント方式 連携先システムのWebサーバまたはアプリケーションサーバにポリシーエージェントを組込むことにより、シ
ングルサインオンを実現する方式

代理認証方式 連携先システムの既存ログイン画面を改修することなく、認証操作を自動化することにより、シングルサイン
オンを実現する方式

リバースプロキシ方式 クライアントからのアクセスを連携先システムへプロキシさせることにより、シングルサインオンを実現する
方式

SAML 2.0
異なるドメイン間でも安全にシングルサインオンできるXMLをベースとした標準規格
・業務アプリがSAML 2.0に対応していること

OpenID Connect 1.0
OAuth 2.0をベースとしたシンプルなシングルサインオンの標準規格
・業務アプリがOpenID Connect 1.0に対応していること

※他システムとの連携（統合Windows認証、ADFS連携）も可能

富士通コンタクトライン（総合窓口）0120-933-200
受付時間 9：00～17：30 (土・日・祝日・当社指定の休業日を除く)

富士通株式会社〒105-7123 東京都港区東新橋1-5-2 汐留シティセンター

※機能を実現するためには連携製品を別途ご購入いただく必要があります


